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基本方針
●道南の基幹病院として急性期医療に取り組みます。
●断らない救急医療を実践し、住民の信頼と期待に応えます。
●総合周産期母子医療センター及び北海道がん診療連携指定病院として
高度で専門的な医療を提供します。

●「患者さまの権利」を尊重し、安心で安全なチーム医療を実践します。
●医療環境の発展と充実のため、地域の行政・医療機関との連携を強化します。
●ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりと人材育成に力を入れます。

【患者さまの権利】
・安全で良質の医療を平等に受ける権利
・自らが受けている医療について、十分な説明を受け、知る権利
・セカンドオピニオンを求める権利
・自らが受ける医療に参加し自己決定する権利
・個人のプライバシーが守られる権利
・個人として常にその人格、価値観が尊重される権利

【患者さまの義務】
・自らの健康状態を医療者にできるだけ正確に知らせる義務
・医療者の説明や自らの疾病状態の理解に務める義務
・病院の規則や医療者の指示に従い、医療に参加・協力する義務
・他の患者さまの治療や医療者の業務に支障をきたさない義務
・受けた診療に対し、医療費を支払う義務

総合周産期母子医療センター、北海道がん診療連携指定病院、小児がん連携病院（類型3）、北海道小児地域医療センター、
日本医療機能評価機構認定施設、卒後臨床研修評価機構認定病院

今回は函館厚生院CSRレポート2024
より抜粋した内容が多くなってます。
私自身、CSRという言葉はこの機会
に初めて知りました。
昨今のSDGsなども含めて、これまで
の社会活動に対する評価や価値観
が大きく変化しております。先日話題
になった『コロンブス』に対する社会
的評価の変化などはその最たるもの
ではないでしょうか。
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この度、函館厚生院グループCSRレポート2024 が発刊されました。
CSR（Corporate Social Responsibility＝企業の社会的責任）経営とは、企業は利益を追求するだ
けでなく、環境問題や人権問題への対応をはじめ、さまざまな社会的な責任を果たすべきとする考え
方やその取り組みを経営に取り入れることを指します。
函館厚生院グループは、職員だけでなく、患者さんや利用者さん、地域住民など、世の中のさまざ
まな人々と深く関わり合いながら活動しています。こうしたステークホルダー（利害関係者）と函館
厚生院グループとの信頼関係を築き、社会の一員として社会貢献活動や環境問題に取り組むなど、長
期的な視野に立った経営を行っていきます。
今回発刊されたCSRレポートは施設の垣根を超えて、厚生院グループで2023年度の各事業におけ
るCSR活動の内容を報告書としてまとめたものです。
その中で当院の取り組みについては、“オンラインマザークラス”“NICU・GCU開設50周年記念
市民公開講座”“こども子育て支援室「あそっか」”について掲載されております。

実際のCSRレポート2024は左のQRコードからご参照ください。

なお、今月の電車どおりの背景はCSRレポートの表紙を使用してお
ります。

１．函館厚生院グループCSRレポート２０２４ が発刊されました

函館厚生院グループ
CSRレポート 2024

はこちらからご覧ください

↓↓↓



電子カルテ更新に伴い、４月２７日を休診させて頂き、皆様にはご不便をおかけいたしました。おか
げ様を持ちまして４月末日に電子カルテを入れ替え更新を無事に行うことができました。
更新後には機能変更やレイアウト変更等によりスタッフが戸惑う場面もあり、ご迷惑をお掛けするこ
ともあるかと思いますが、何卒ご容赦頂ければ幸いです。
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２．函館厚生院について

３．電子カルテを更新しました

改めて、函館中央病院を含む15の病院・施設等からなる社会福祉法人 函館厚生院 についてCSRレ
ポートより抜粋をして簡単にご案内いたします。

当院は1900年（明治33年）、仲山與七
・上田大法・ 寺井四郎兵衛の3氏が、
行き倒れた行旅病者や度重なる大火で
生活の途を失い失意に暮れる老・幼・病の
人々を救わんとして｢函館慈恵院｣を創設した
ことに始まります。
その後、それぞれの時代の要請に応えて、
保健・医療・福祉の分野で地域における
中心的な役割を担う社会福祉法人へと成長し
てきました。今日では、函館市及び七飯町に
3つの病院、12の施設と看護専門学校を
展開し、グループ全体の職員数も約3,000人
にのぼっています。

函館厚生院シンボルマークについて

飛躍感のある二つのフォルムは、「心」
と「体」の健康を表し、それが重なり合っ
てハートを形成しており、函館厚生院が目
指す「心身ともに健康であることこそ本当
の健康である」ことを表現しています。
函館厚生院創立100周年を記念し、
平成12年1月13日に制定されました。
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４．子宮頸がんワクチンについて

偶数月最終週発行 発行責任者：本橋 雅壽 函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231）

2022年4月よりHPVワクチン（子宮頸が
んワクチン）の接種の積極的な勧奨が再開
となっています。
HPVワクチンはもともと2013年4月に定
期接種化されましたが、ワクチン接種後に
様々な症状が出現した女性がいることが報
じられ、わずか2か月で積極的勧奨の差し控
えとなりました。2019年頃までは定期接
種であるにも関わらず接種率が1%未満とい
う非常に低い状況でした。

この間にワクチンの副反応に関しての審議
が行われましたが、歩行障害や集中力の低
下、月経障害などの症状はいずれも接種に
よる発生頻度の差がなく、厚生労働省では
「ワクチンの安全性に関して特段の懸念は
認められない」との結論に達したため
2021年11月に積極的勧奨の再開が決まり
ました。
じつは勧奨再開前の2020～2021年には
接種率が徐々に上昇してきており、2020
年以降の新型コロナウイルスの流行と大規
模なワクチン接種が行われたことでワクチ
ンへの一般的な理解が広がったことも要因
と考えられます。

現在定期接種の対象年齢は小学校6年～高校1年の女子です。基本的には中学1年時に自治
体から個別に予診票が送付されます。同じ種類のワクチンを決まった間隔で接種すること
になりますが、接種するワクチンの種類や年齢によって回数・タイミングが異なります。

また、積極的勧奨が行われなかった約８年間に接種の機会を逃した年代の方に対しては
キャッチアップ接種が行われています。これは1997年度から2007年度に生まれた方を
対象としており、2022年4月から2025年3月までの期限となっているため公費で受ける
ためには2024年9月までに接種を始める必要があります。

HPVワクチンは16歳より前に接種するのが効果的ですが、
それより後の年代で接種しても一定の効果はあることが
わかっています。
子宮頸がんの罹患を防ぐためにはこの機会に
接種を受けることをおすすめします。

産婦人科科長・田沼史恵


